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（2．1）        κ＝κ（C），y＝〃） （α≦オ≦ろ）
と表され，かつその導関数κ’（才），y’（才）が存在して連続であると仮定する（ただし，導関数の存
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存しない点が有限個あってもよい）．
 いま，区間〔α，ろ〕の分割











                        々 （2．4）              η尾＝Σξゴ







    々          々γ（η。）＝Σγ（ξ｛）十ΣCov（ξ。，ξ5）
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                      2L（2・7）    El・｝＝腹E｛η・／一万
                δ一〇
 （2．8）    一    γ（ツ）＝1imγ（η左）
                害二言
一昔（・一昔）・鯉章・鮎一・／・〕
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（・・1・）   ∫∫1・i・淋一・∫五／1一…α（1）／・l
               D
とがき直される．ここでα（∫）は直線Q3と接線QCのたす角を表し，cosα（∫）は直線Q3と
接線QCの方向余弦の内積に等しいことに注意すると，
                ［犯）一κ（1）1余・レ（工）1（∫）1缶
           COSα（∫）＝                 尿
となることがわかる（ただしパラメータを∫として）．これを（2．12）の右辺に代入すると
（・…）    ∫∫1・i・榊1一・（五一・）














           γ（ツ）＝E｛（八十y2＋ツ3）2｝一［E｛ツ｝］2
（2’15）@ 一・／舳1・舟・（ツ舳・舳・舳）／一（詰）2
となる． ここでE｛ツ言｝とE／ツξ｝は，（2．14）より
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                 ユ≦｛≦M
らわかるようにんをあまり大きくとるのは好ましくない．そこでゐを


















                    一 πr（36）        λ＝2Lク，
               ＿ T＿ （3．7）           レ＝一m （λはG内部の面積）                 λ
としてえられる．したがって，平均繊維長工＝λルの推定量として
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